
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!

"""""""""""""""""""""""""""""""""""""" #

$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$

$

$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$ $
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$

$
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１２
月
１
日
は

「
交
通
安
全
意

識
を

高

め

る

日
」
「
み
ん
な

で
迷
惑
駐
車
を

な

く

す

る

日
」
、
２
日
は

「
自
転
車
安
全

利
用
の
日
」
で

す
。１２

月
１
〜
１０

日
に
は
、
「
年

末
の
交
通
事
故

防
止
運
動
」
が

実
施

さ

れ

ま

す
。
同
運
動
の

重
点
推
進
項
目

は
次
の
通
り
。

▽
子
ど
も
と

高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安

全
確
保
▽
安
全
運
転
意
識
の
向
上
▽

自
転
車
の
交
通
安
全
▽
飲
酒
運
転
な

ど
の
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
根
絶
▽

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
。夕

暮
れ
時
は
、
交
通
事
故
の
多
発

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
車
両
は
早
め
に

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
歩
行
者
は
反
射

材
な
ど
を
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。

同
運
動
期
間
中
は
、
市
と
伊
丹
警

察
署
・
伊
丹
交
通
安
全
協
会
が
連
携

し
、
自
転
車
利
用
者
に
安
全
利
用
の

呼
び
掛
け
な
ど
を
行
い
ま
す
。

＊

＊

問
市
都
市
安
全
企
画
課
!

７８４
・
８

０
５
５
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
窓
口

１２
月
１７
日
㈯
・
１８
日
㈰
の
午
前
１０
時

〜
午
後
５
時
（
受
け
付
け
は
午
後
４

時
半
ま
で
）
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
丹

昆
陽
２
階
の
デ
ッ
キ
（
池
尻
４
）
で

出
張
申
請
窓
口
を
開
催
し
ま
す
。

定
員
各
５０
人
。

(
市
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当

へ
。
先
着
順
。

◎
日
曜
に
手
続
き
「
窓
口
休
日
開
庁
」

１２
月
４
・
１１
・
２５
日
の
日
曜
午
前
９

時
〜
午
後
３
時
、
市
役
所
１
階
の
市

民
課
窓
口
で
。

◎
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
予
約
で
待
ち

時
間
が
短
く

１２
月
５
日
以
降
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
予

約
が
で
き
ま
す
。

予
約
に
は
、
交
付
通
知
書
（
は
が

き
右
上
）
に
記
載
し
て
い
る
製
造
管

理
番
号
が
必
要
で
す
。

予
約
は
、
受
け

取
り
希
望
日
の
４

開
庁
日
前
ま
で
に

▽
予
約
サ
イ
ト

（
左
上
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
読
み
取

り
可
）か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
▽
市
市

民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当
に
電
話
を
。

◎
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
を
受
け

付
け

▽
１２
月
３１
日
ま
で
に
同
カ
ー

ド
を
申
請
し
た
▽
健
康
保
険
証
利
用

登
録
を
し
た
▽
公
金
受
取
口
座
を

登
録
し
た
―
―
人
に
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
。
申
し
込
み
期
限
は
来
年
２
月
２８

日
ま
で
。
詳
し
く
は
、
同
ポ
イ
ン
ト

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
を
。

＊

＊

問
市
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当

!

７８４
・
８
１
２
１
。

12月1～10日
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防

災

に

つ

い

て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

６
月
、
兵
庫
県
に
よ
り
市
内
の
一

部
地
域
が
高
潮
浸

水
想
定
区
域
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

内
陸
に
あ
り
海
に
面
し
て
い
な
い

本
市
で
高
潮
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
に
疑
問
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

県
に
よ
れ
ば
、
過
去
最
大
規
模
の

台
風
が
襲
来
し
、
な
お
か
つ
堤
防
な

ど
が
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
最
悪
の
場

合
を
前
提
と
し
た
と
き
、
沿
岸
部
だ

け
で
な
く
、
本
市
の
一
部
に
お
い
て

も
高
潮
に
よ
り
浸
水
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

地
球
規
模
の
気
候
変
動
の
影
響
に

よ
る
も
の
か
「
異
常
気
象
」
が
そ
れ

ほ
ど
ま
れ
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

そ
し
て
従
来
と
は
自
然
災
害
の
様

相
も
大
き
く
異
な
っ
て
き
て
お
り
、

毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
本
市

に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対

す
る
備
え
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
開
庁
し
た
新
庁
舎
も

災
害
対
策
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま

す
。
免
震
装
置
を
備
え
耐
震
性
能
の

高
い
新
庁
舎
は
、
災
害
時
の
建
物
や

設
備
へ
の
被
害
が
最
小
限
に
抑
え
ら

れ
る
だ
け
で
な
く
、
非
常
用
発
電
機

な
ど
に
よ
り
業
務
の
継
続
性
が
確
保

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
規
模
地
震
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
に
も
被
災
直
後
か

ら
復
旧
・
復
興
拠
点
と
し
て
機
能
を

発
揮
し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
防
災
訓

練
も
重
要
で
す
。

来
年
１
月
１４
日
㈯
、
伊
丹
市
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
阪
神
淡

路
大
震
災
か
ら
２８
年
が
経
過
し
よ
う

と
す
る
中
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
震
災
で
得
た

教
訓
の
継
承
と
、
災
害
発
生
時
の

迅
速
な
初
動
対
応
の
た
め
の
訓
練

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
を
想
定
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
屋
外
拡
声
器
な
ど
に
よ
る
お

知
ら
せ
を
合
図
に
、
各
家
庭
や
自

治
会
・
学
校
・
事
業
所
な
ど
で
一

斉
に
防
災
行
動
を
と
る
、
市
民
参

加
型
の
実
践
的
な
訓
練
を
市
内
全

域
で
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。こ

の
訓
練
に
参
加
し
、
皆
さ
ん

が
今
一
度
防
災
に
つ
い
て
考
え
、

災
害
に
備
え
る
き
っ
か
け
と
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
伊
丹
市
長

藤
原
保
幸
）

伊
丹
広
報
３
面
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１
０
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市市
職職
員員
のの
給給
与与
をを
公公
表表

職
員
の
給
与
は
、
給
料
と
地
域
手

当
、
期
末
・
勤
勉
手
当
な
ど
の
諸
手

当
か
ら
成
り
立
ち
、
仕
事
内
容
、
国

や
近
隣
他
市
、
民
間
企
業
の
給
与
と

の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え
、
市
議
会

の
議
決
を
経
て
条
例
で
定
め
て
い
ま

す
。職

員
の
定
数
も
市
議
会
の
議
決
を

経
て
定
め
ら
れ
、
詳
細
と
人
事
行
政

の
運
営
な
ど
の
状
況
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
読

み
取
り
可
）
と
市

役
所
３
階
の
給
与

制
度
課
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

★
人
件
費
の
状
況

人
件
費
に
は
、

職
員
の
給
与
の
ほ
か
、
退
職
手
当
や

年
金
・
健
康
保
険
の
事
業
主
負
担
、

特
別
職
の
報
酬
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
令
和
３
年
度
普
通
会
計
決
算

で
は
、
歳
出
総
額
に
占
め
る
人
件
費

の
比
率
は
１５
・
０
％
と
な
っ
て
い
ま

す
（
表
１
・
２
参
照
）。

★
給
料

給
料
月
額
（
諸
手
当
除
く
）

の
水
準
を
示
す
方
法
の
一
つ
に
国
家

公
務
員
の
給
料
を
１００
と
し
て
本
市
の

一
般
行
政
職
の
給
料
と
比
較
す
る
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
市
の
職
員
構
成

を
国
と
同
じ
と
仮
定
し
て
算
出
す
る

給
料
月
額
の
み
を
比
較
し
た
指
数
）

が
あ
り
ま
す
。
本
市
の
指
数
は
、
３

年
４
月
現
在
で
１００
・
０
で
す
。

★
諸
手
当

諸
手
当
に
は
、
民
間
企

業
の
ボ
ー
ナ
ス
に
当
た
る
期
末
・
勤

勉
手
当
の
ほ
か
、
地
域
、
扶
養
、
通

勤
、
住
居
、
管
理
職
、
退
職
手
当
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

期
末
・
勤
勉
手
当
は
、
給
料
、
扶

養
、
地
域
手
当
の
合
計
額
に
各
期
の

支
給
率
を
乗
じ
て
求
め
ま
す
。
昨
年

度
の
支
給
率
は
年
間
４
・
４５
カ
月
分

で
、
国
家
公
務
員
と
同
じ
で
し
た
。

★
特
別
職
の
報
酬

市
長
な
ど
特
別

職
の
報
酬
は
、
公
募
市
民
や
市
内
の

公
共
的
団
体
の
代
表
者
な
ど
１０
人
で

構
成
す
る
審
議
会
で
審
議
さ
れ
、
そ

の
答
申
に
基
づ
き
市
議
会
の
議
決
を

経
て
条
例
で
定
め
て
い
ま
す
。
現
行

の
報
酬
額
は
、
平
成
２７
年
４
月
１
日

か
ら
適
用
し
て
い
ま
す
。

★
職
員
数
の
状
況

４
月
１
日
現
在

の
普
通
会
計
部
門
の
職
員
数
は
１
千

３４３
人
で
、
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
６

人
の
増
員
と
な
り
、
人
口
千
人
当
た

り
６
・
６２
人
で
す
。
そ
の
主
な
理
由

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
、
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
や
臨

時
特
別
給
付
金
事
業
の
対
応
に
係
る

体
制
強
化
を
図
っ
た
た
め
で
す
。

問
市
給
与
制
度
課
!

７８４
・
８
０
１

６
。

◆
市
な
ど
の
入
札
参
加
資
格
申
請
を

受
け
付
け

令
和
５
年
度
分
の
追
加

申
請
を
次
の
通
り
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
は
、
市
・
市
上
下
水
道
局
・

市
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局
が
発
注
す

る
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
物
品
な
ど
の
入
札
や
見
積
も

り
に
参
加
を
希
望
し
、
２
・
３
年
度

に
申
請
を
し
て
い
な
い
人
。

(
１２
月
１２
日
〜
来
年
１
月
１３
日
に

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
で

市
契
約
・
検
査
課
（
!

７８０
・
４
３
７

５
）
へ
。

◆
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
入
札
参
加
資

格
申
請
を
受
け
付
け

令
和
５
年
度

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

(
豊
中
市
伊
丹
市
ク
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
に
あ
る
申
込
用
紙
（
豊
中
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
１２
月
１
日

〜
来
年
１
月
６
日
に
郵
送
（
消
印
有

効
）
で
〒
５６１
・
８
５
０
１
豊
中
市
役

所
契
約
検
査
課
へ
。

問
豊
中
市
伊
丹
市
ク
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
総
務
課
!

０６
・
６
８
４
１
・
５
３

９
５
。

◆
確
定
申
告
は
ス
マ
ホ
で

マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
か
事

前
に
税
務
署
で
発
行
す
る
Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
る
人
は
、

イ
ー

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
ｅ‐

タ

ッ

ク

ス

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
を
。

問
伊
丹
税
務
署
!

７７９
・
６
１
２

１
。市

内
で
お
仕
事

合
同
就
職
面
接
会
を
開
催

１２
月
９
日
㈮
午
後
１
〜
４
時
、
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
「
合
同
就
職
面

接
会
２
０
２
２
ｉ
ｎ
伊
丹
」
を
開
催

し
ま
す
。

市
内
１２
事
業
所
が
参
加
す
る
合
同

就
職
面
接
会
で
す
。
面
接
を
希
望
す

る
件
数
分
の
履
歴
書
持
参
。

無
料
。

◎
高
齢
者
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ

伊
丹

１２
月
１９
日
㈪
午
後
２
時
〜
３

時
４５
分
、
東
リ

い
た
み
ホ
ー
ル
で
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
講

座
。対

象
・
定
員
は
お
お
む
ね
６０
歳
以

上
の
求
職
者
４０
人
。

無
料
。
先
着
順
。

＊

＊

(
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
丹
!

７７２
・
８

６
１
６
へ
。

◆
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
を
募
集

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
来
年
２
月
１

日
〜
４
月
１
日
に
採
用
の
職
員
２
名

程
度
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
な
ど
は
次
の
通
り
。

▽
応
募
資
格
%
普
通
自
動
車
免
許

を
持
つ
昭
和
５８
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
人
▽
勤
務
%
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
４５
分
の
週
５
日
▽
月
給
%
２０

万
４２０
円
（
職
歴
な
ど
に
よ
り
調
整
）。

１
次
試
験
は
来
年
１
月
１５
日
㈰
。

２
次
試
験
あ
り
。

(
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
る
専
用

申
込
書
（
同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を

書
き
、
必
要
書
類
を
添
え
て
来
年
１

月
５
日
午
後
５
時
ま
で
に
直
接
か
郵

送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・
０
０
１
４
広

畑
３‐

１
伊
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
!

７７９
・
８
５
１
２
）
へ
。

すわん寄席

新春初笑い

【日時】来年１月９日㈷午後２時
【会場】スワンホール（全席指定）
【内容】桂吉の丞さん、桂治門さん
による落語
【定員】１００人
【参加料】１０００円（当日１２００円）
!１２月１日から直接、スワンホー
ル（!７７９-５６６１。２日から電話も
可）へ。先着順。

表１ 人件費の状況（令和３年度普通会計決算）
２年度の
人件費比率

１３.２%

普通会計とは、地方財政決算統計上の会計区分で、公営企業会計と事業会計以外の全ての会計。
人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含む。

人件費比率
（B／A）

１５.０%

人件費（B）

１４０億９２６５万円

実質収支

１１億５０１万３千円

歳出額（A）

９３９億７０５０万円

表２ 職員給与費の状況（令和３年度普通会計決算）
１人当たり平均
給与費

６５９万２千円

再任用職員分を含む。職員手当には退職手当を含まない。

計

８８億１３８８万９千円

期末・勤勉手当

２１億９３８９万１千円

職員手当

１６億９０４８万７千円

給料

４９億２９５１万２千円


